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“Let’s stop them damned pictures. . .I don’t care so much what papers write about me—my constituents can’t read;  




 トマス・ナスト(2) (Thomas Nast, 1840-1902) は、共和党寄りの週刊新聞『ハーパーズ・ウ























年 1 月 24 日号に掲載された《奴隷解放宣言》(Emancipation of the Negroes, January, 1863—The 
Past and the Future) だと思われる。この作品は、リンカーン大統領が南北戦争さなかの 1863
年 1 月 1 日に奴隷解放宣言を発布したことに想を得たものである。画の中央を占めている
 























ジョンソンの再建政策に対するナストの揶揄は、1865 年 8 月 5 日号の『ハーパーズ・ウ
ィークリー』に掲載された《恩赦と参政権》(Pardon & Franchise) を見れば瞭然としている。
この諷刺画は 2 枚 1 組の対になっていて、左側の画はギリシャ建築の荘厳さを想起させる
ような講堂でミス・コロンビアが床から数段高い所に置かれた椅子に頬杖をつきながら座
して下方をじっと見つめている。彼女の正面下にはアメリカ連合国軍 (Confederate States of 









るミス・コロンビアの言葉の続き、「この人を信用してはいけないのですか？」(And Not This 
Man?) と書かれている。この 2 枚 1 組の政治諷刺画の背景には、おそらく、ジョンソンの
次のような二つの再建政策に対するナストの反発があると思われる。ひとつは、連邦に忠誠
 










諷刺画を『ハーパーズ・ウィークリー』に次々と発表していった。1866 年 9 月 1 日号に掲
















 1867 年 3 月 30 日号に掲載された《ジョンソン円形闘技場―1866年 3 月 30 日ニューオー
リンズでの無辜の大虐殺》(Amphitheatrum Johnsonianum—Massacre of Innocents at the New 









た。そのひとつが 1868 年 9 月 5 日号に掲載された《ここは白人の政府だ》(This is a White 
Man’s Government) である。この作品には、内戦後の民主党を支える 3 人の人物が描かれて
 
公立千歳科学技術大学紀要第 2 巻第 1 号 (2021) 
5 
 





Cause) と彫られてある。画面右側の人物は、元ニューヨーク州知事で 1868 年の大統領選挙
で民主党から大統領候補に指名されたホレイショ・シーモア (Horatio Seymour, 1810-1886) 
である。彼の高く上げられた左手には紙幣の束が握られており、その紙幣を束ねている財布
状の表面に「有権者の買収資金」(Capital for Votes) と刻印されている。画面左側の猿顔の人
物はアイルランド系移民で(8)、彼の高く上げられた左手には棍棒が握られていて、その表面
には「１票」(A Vote) と彫られてある。アイルランド系移民は 1863 年 7 月のニューヨーク
徴兵暴動 (the Draft Riots) の中心的存在で、彼らは黒人孤児院を急襲し、黒人に対して凄惨







党は、憲法修正 13 条、修正 14 条の発効にもかかわらず、黒人から投票権を奪おうとしてい
た。その一方で、手のひらを返したように民主党の候補に投票するようにと黒人に懇願した。
ナストは、こうした民主党の欺瞞に満ちた言動を 1868 年 9 月 26 日号に発表した《天と地
の差》(All the Difference in the World) で指摘した。この諷刺画は上下 2 枚 1 組で構成されて
いる。上の絵は、共和党に投票した黒人が民主党員とその支持者からいかに嘲弄を受けてい
たかを描いている。画の上部枠外に「鼻が曲がるほどの黒んぼ（共和党）の臭い」(The odor 









するように立っている。彼はヴァージニア州の知事であったヘンリー・ワイズ (Henry A. 
Wise, 1806-1876) で、奴隷制廃止運動家のジョン・ブラウン (John Brown, 1800-1859) の死刑
執行令状への署名を行った人物である。画面左前方には、正装姿の黒人が椅子に腰かけて白
 




















に反応した。1870 年 4 月 9 日号の『ハーパーズ・ウィークリー』に発表した《時は奇跡を
行う》(Time Works Wonders) は、その 1 か月ほど前にミシシッピ州のハイラム・R・レヴェ










れたようにはらわたがキリキリ痛む」(For that I do suspect the lusty Moor / Hath leap’d into my 
seat: the thought whereof / Doth, like a poisonous mineral, gnaw my inwards.) (9)。 
 しかし当時の新聞・雑誌の大半は、黒人の政界進出に伴う議会の混乱ぶり、その元凶とな
る黒人議員の無知・無能を書きたてた。今まで黒人擁護の諷刺画を描き続けたナストもこう
した見方を徐々に容認するようになった。1874 年 3 月 14 日号の『ハーパーズ・ウィークリ













さい」(You are aping the lowest whites. If you disgrace your race in this way you had better take back 
seats.)。このようにナストは黒人議員たちの無作法ぶりをこれまで彼が見せなかったステレ
オタイプ化した黒人像として諷刺化した。 
 さらにナストは『ハーパーズ・ウィークリー』1876 年 12 月 9 日号に決定的な風刺画を発











 1877 年 4 月、南部民主党との政治的取引に基づいて、大統領に就任した共和党のラザフ









（１）John Chalmers Vinson, Thomas Nast: Political Cartoonist (University of Georgia Press, 1967: 
2014), p. 19. ツイードのこの憤然とした口説は政治諷刺画を扱った文献によく引用され
るが、いくつかのヴァージョンがあるようである。もっとも、ツイードがこのように発
言したかどうかは研究者の間で議論が分かれている（Edward J. Lordan, Politics, Ink: How 
America’s Cartoonists Skewer Politicians, from King George Ⅲ to George Dubya (Rowman & 
Littlefield Publishers,2006). p. 172, n. 2.）。 
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（２）ナストのキャリアに関しては次の文献を参照した。Albert B. Paine, Thomas Nast: His 
Period and His Pictures (Chelsea House, 1904: 1980): Morton Keller, The Art and Politics of 
Thomas Nast (Oxford University Press, 1968); Thomas Nast: Cartoons and Illustrations (Dover 
Publications, 1973); Fiona Deans Halloran, Thomas Nast: The Father of Modern Political 
Cartoons (The University of North Carolina Press, 2012).  






ウィークリー』に執拗に描き続けた。最終的にトゥイードは 1871 年に起訴され、73 年
に有罪判決を受けた。ナストとトゥイードの闘いについては、上記（２）の文献の他に、
John Adler with Draper Hill, Doomed by Cartoon: How Cartoonist Thomas Nast and The New-
York Times Brought down Boss Tweed and His Ring of Thieves (Morgan James Publishing, 2008)
が詳しい。また、Roger A. Fischer, Them Damned Pictures: Explorations in American Political 







（５）たとえば、カリアー＆アイヴズが 1870 年代中期から 1890 年代初期頃まで出版した、
トマス・ワース (Thomas Worth, 1834-1917) による《ダークタウン》シリーズは、ステ
レオタイプ化した黒人たちが文明人の真似をするしぐさを滑稽に描いている。Bryan F. 
















ド人の感情と結びついた猿顔の表象については、L. Perry Curtis, Jr., Apes and Angels: The 
Irishman in Victorian Caricature, revised ed. (Smithsonian Institution Press, 1997) に詳しい。 
（９）ウィリアム・シェイクスピア（小田島雄志訳）『オセロー』（白水社、1983）、73 頁。 
  
 
  
